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出 席 委 員 （７名） 

 

○公益を代表する委員 小 柳 ひろみ 

    〃 石 田 康 雄 

    〃 須 郷 洋 機 

○被保険者を代表する委員 朝 長 能 成 

○保険医または薬剤師を代表する委員 富 澤 古志郎 

    〃 中 島  仁 

    〃 森 田 直 秀 

  

  

  

  

 

 

事 務 局 （８名） 

 

町 長 

町 民 生 活 部 長 

住 民 保 険 課 長 

健 康 推 進 課 長 

納 税 課 長 

国保・高齢者医療係長 

保 険 年 金 係 長 

健 康 推 進 係 長 

 



 

（開会時刻 13：02） 

 

住民保険課長： 本日は、大変お忙しい中ご出席いただきましてありがとうございます。 

定刻を過ぎましたので、只今から令和２年度第１回中標津町国民健康保険事業の運

営に関する協議会を開催いたします。 

それでは開会にあたりまして、町長からご挨拶申し上げます。 

 

町    長： こんにちは。開会にあたりましてひと言ご挨拶申し上げます。 

本日は時節柄何かとお忙しいところ、協議会にご出席を賜りまして大変ありがとう

ございます。 

委員の皆様には日頃より町の行政推進に何かとご理解ご協力を賜りまして、この場

を借りて厚くお礼申し上げます。 

さて、新型コロナウイルス、発生からもう一年の四分の三くらい来ているところで

ございまして、都市部では依然としてまだまだ発症数が多くある、北海道では落ち着

いて来たようでございますけれども、まだまだ気を抜けるような状況にはないという

ところでございますし、国の言っている生活スタイル、しっかりとした体制を構築し

ていかなければならないと考えているところでございます。 

当町におきましては、発症していないということが非常に有難いことでございまし

て、これも皆様の日頃の予防の賜物というふうに考えているところでございます。 

現在は新型コロナウイルスとの、いわゆる共存、ウィズコロナを前提としまして、

感染症の第二波、第三波に備えまして、徹底した感染予防対策に加えて経済活動を両

立させていく、なかなか難しいところでございまして、このような状況の中、国民健

康保険事業につきましても、国、道の要請を受けまして、感染症の影響による傷病手

当金の支給、保険税の減免を実施しまして、感染対策及び国保加入者の生活が守られ

るよう対策を講じたところであります。 

引き続き、感染症対策、経済対策等、町民のくらしを守るべく国保運営に努めてま

いりますのでよろしくお願い申し上げます。 

さて、本日は令和元年度の国民健康保険事業特別会計の決算状況につきましてご報

告をさせていただきます。 

詳しい内容につきましては担当よりご説明いたしますが、約６，８００万円の黒字

決算となりまして、基金残高につきましては令和元年度末時点で約２億６，２００万

円となったところでございます。 

        平成 30 年度国保改革から３年目となりまして、国は、改革が概ね順調に進んでい

るという認識のもと、先般、都道府県ごとの保険料水準の統一を目指すという方向性

を明確化したところであります。 

        北海道におきましてもこれを踏まえ、令和 12 年度を目標として市町村と協議を進

めていくこととなっております。 

        本町といたしましても、国民皆保険制度の安定した事業運営に向けまして、北海道

の動向を注視しながら対応してまいりたいと考えております。 

        委員の皆様方には、今後の保険税率の検討や国保事業の健全な運営に向けましてご

意見を賜りますようお願い申し上げまして、協議会開催にあたってのひと言ご挨拶と

させていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

住民保険課長： 町長はこのあと、他の公務がございますので、申し訳ございませんが、ここで退席

させていただきますことをご了承願います。 

 

町    長： どうぞよろしくお願いいたします。 

 



 

〔町長退席〕 

 

住民保険課長： 本日の出席委員は、公益を代表する委員３名、被保険者を代表する委員１名、保険

医または薬剤師を代表する委員３名、計７名出席してございまして、各代表委員を含

めます過半数が出席してございますので、中標津町国民健康保険条例施行規則第４条

の規定に基づき、会議の開催要件を満たしておりますことをご報告申し上げます。 

なお、本多委員、土井上委員につきましては、本日都合により欠席となっておりま

す。 

 

それでは、このあとの会議の進行は会長が行うこととなっておりますので、よろし

くお願いいたします。 

 

会    長： 皆さん、こんにちは。開会にあたり、ひと言ご挨拶申し上げます。 

本日はご多忙の中、当運営協議会にご出席いただきありがとうございます。 

また、委員の皆様には、日頃より国民健康保険の円滑な運営に深いご理解とご協

力、ご尽力をいただいておりますことに深くお礼を申し上げます。 

今回の会議開催に際しましては、案内文書に同封させていただきましたが、手指消

毒やマスクの着用など新型コロナウイルス感染症の予防対策を講じての開催とさせ

ていただきました。 

新型コロナウイルスとの戦いが長期化する中、感染拡大のリスクを最小限にするた

めの新北海道スタイルの取り組みにご協力をお願いいたします。 

さて、町長からもお話がありましたが、本日の会議は、令和元年度の国保事業特別

会計の決算についての報告となっております。 

皆様方のご意見をいただきながら、本日の議事運営についてご協力を賜りますよう

お願いを申し上げまして挨拶とさせていただきます。 

よろしくお願いいたします。 

 

それでは、議事録署名委員の選出の前に、事務局より本年度４月 1日付けで人事異

動のあった職員の紹介をしていただきます。お願いします。 

 

町民生活部長：（自己紹介） 

 

健康推進課長：（自己紹介） 

 

会    長： 事務局には、これからもいろいろな資料を用意していただけると思いますので、よ

ろしくお願いいたします。 

続いて議事録署名委員の選出ですが、議長が指名させてもらってもいいでしょうか。 

 

       〔「異議なし」の声〕 

 

会    長： それでは議事録署名委員に、須郷委員と森田委員にお願いいたします。よろしくお

願いします。 

 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

会    長： では、さっそく議事に入りたいと思います。 

議題第１号令和元年度国民健康保険事業特別会計決算について事務局より説明を

お願いします。 



 

国保・高齢者医療係長： 議題第１号令和元年度国民健康保険事業特別会計決算についてご説明いたします。 

 

       〔以下、国保・高齢者医療係長説明〕 

 

会    長： ありがとうございます。説明が終わりましたので質疑、ご意見を受けます。何かご

ざいませんか。 

よろしいでしょうか。ありませんか。 

 

       〔質問なし〕 

 

会    長： 無ければ、事務局より何かございますか。 

 

住民保険課長： その他といたしまして２点ござまいます。 

まず 1点目は、保健事業につきまして担当よりご説明いたします。 

 

健康推進係長： 私から、別冊で配布しておりますその他の保健事業について、をご説明させていた

だきます。 

 

〔以下、健康推進係長説明〕 

 

会    長： ありがとうございます。只今の件について、何かご質問はありますでしょうか。 

ないでしょうか。大丈夫ですか。 

 

       〔「ありません」の声〕 

 

会    長： それでは、無ければ事務局より２点目をお願いいたします。 

 

住民保険課長： その他２点目といたしまして、現在、北海道と道内市町村とで協議を行っておりま

す、北海道国保運営方針の中間見直しに関する経過をご報告いたします。 

 

       〔以下、住民保険課長説明〕 

 

会    長： 只今の件について何かご質問はございますか。 

大丈夫でしょうか。いいですか。 

 

では、以上をもちまして、本日の議題につきましては全て終了しました。委員の皆

様には、大変ありがとうございました。 

    次回の開催については、事務局より保険税率案が提示されましたら、１０月以降に

ご案内いたしますのでよろしくお願いします。 

今後とも、国保事業が健全で安定した運営となりますようご協力、ご理解をお願い

申し上げまして閉会いたします。お疲れ様です。 

 

（閉会時刻 13：46） 


